
01.先輩に私の方が格上ってこと教えてあげます♪

ＳＥ：(ドアが開く音)

(右・近距離)
(わざとらしい酔っ払っているような喋り方。甘えているような感じで)
う～ん……。
しぇんぱ～い。おうち着きましたね～。

送っていただいた上に～、

肩まで貸していただいて～、ありがとうございます～。

ベッドにとうちゃ〜く。

(ここまで)

ＳＥ：(間)

え……。先輩、帰っちゃうんですか～。
もっとお話ししましょうよ～。

えいっ。

(ここまで)

(中央・密着)
(酔っ払ってるふり)
ぎゅう～～～～～～～～。

先輩つかまーえた♡

ＳＥ：(間)

流石に後輩の家にずっといるのはまずい？

もう帰らなきゃいけない？

ふふふふふ……♡
(ここまで)

(中央・密着)
(酔っ払った演技を止めて、普通の喋り方で)
私、実はお酒強いんです♡　

さっきまでのは演技でした♡

え？　なんでそんなことするのか、って？

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(妖艶な雰囲気を纏うような喋り方)
だって、今日、先輩に家まで送ってもらったのは……、
(ここまで)

(右・密着・無声音囁き・やや遅め)
(吐息を漏らすように)



はぁぁぁぁぁ…………♡

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(強調するように・楽しそうな感じで)
先輩よりも私の方が格上だってことをわかってもらうため♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
だからです♡

(ここまで)

(右・密着から中央・近距離に移動しながら)
ふふふふふ……♡
だって先輩に命令されたりするの、

実はずっともやもやしてたんですよね～。

別に嫌いってわけではないですけど、

ちっさいくせに態度がデカいっていうか～、

いっつも先輩風吹かせてくるところは気になってましたし……。

ＳＥ：(間)

え？　そんなことはない。

普通の指導の範囲だ…………？
もし改善点があるなら教えてほしい……？

(若干イラついた感じで)
ふーん。そうですか。

何も分かってない上に言い訳するんですね。

じゃあ、どっちが上か分からせてあげますよっ……♡！
(ここまで)

ＳＥ：(ベルトを外す音。衣擦れの音)

(中央・近距離・やや速め)
(ちょっと乱暴な感じ＋楽しそうな雰囲気＋吐息混じりで)
ほらっ。暴れないでくださいよっ♡

ただズボン脱がしてるだけなんですからっ♡

(ここまで)

ＳＥ：(ベルトを外す音と衣擦れの音

(中央・近距離・やや速め)
(馬鹿にしたような生意気な感じで)
はい、ご開帳～♡

(ここまで)

ＳＥ：(５秒くらいの間)
(右・密着)



(驚いた感じで)
えっ…………。
嘘…………。
(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(感嘆の声を漏らすように)
はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ♡

先輩のおちんちんちっちゃ～い♡

かわいい～～～～～♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(楽しそう＋やや興奮した感じで)
ほら、見てください……♡
私の小指と同じくらいの長さですよ……♡
(ここまで)

(右・密着)
(生意気な感じで)
あ♡

おちんちんさん、おっきくなってきましたね♡

小さいとかぁ♡、かわいい♡、って言われて、

怒っちゃったのかなぁ〜？♡

ふふふふふ……♡
あっ。先輩、もう！手で隠しちゃだめですよ～♡

そんなことしちゃうなら……っ♡
(ここまで)

(右・密着から正面・近距離に移動・やや遅め)
先輩の両手首を私の手でまとめてつかんで……♡
ばんざ～い♡

ふふふふふ……♡
これでおちんちんさん隠せないですね♡

(ここまで)

(正面・近距離から右・密着に移動して吐息を漏らす)
そして、ぇぇぇぇ……･･･♡　先輩のかわいいおちんちんがよく見えるように横に立っちゃおっかな♡
(ここまで)

(右・近距離)
(小馬鹿にするように＋楽しそうな感じで)
んん～？♡

もうっ。なんですか♡

そんなか弱い力じゃ振りほどけませんよ♡



(ここまで)

(右・近距離)
(鼻で笑うように)
ふふっ♡

それにしても……。
ふふふ……♡

ＳＥ：(衣擦れの音)

先輩って、本当に体細いですよね～。

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(からかう感じで、楽しそうに。)
さわさわ～♡　さわさわ～♡

さわさわ～♡　さわさわ～♡

(ここまで)

(右・密着・やや遅め)
(からかう感じ＋楽しそうな感じで)
胸板も薄いですし～♡

腕も脚もひょろひょろ♡

ほら♡

つつつつつ～♡

ＳＥ：(間)

ふふふふふっ♡

あははははっ♡

もう♡　脚を指でなぞっただけで感じ過ぎです♡

というか筋肉なさ過ぎじゃないですか？♡

ほら脚なんて私の方が筋肉質でシュッとしてますよね？♡

(ここまで)

(右・密着・やや遅め)
(年下を叱りつけるように、やや優しそうに)
こらっ♡

顔を背けない♡

ちゃんとこっちを見る♡

(ここまで)

(右・密着・やや遅め)
見てください、私の脚♡

むっちりとしていて～♡

ラインとかもスラッとしていて綺麗で～♡

先輩のへその高さ以上の長さ♡



これでどっちが上かなんてもう分かりましたよね♡

ん？

(ここまで)

ＳＥ：(間)

(右・近距離・やや遅め)
(呆れた感じで)
はぁ～～～～。

本当に理解できていないんですね♡

(ここまで)

(右・密着・やや遅め)
(楽しそうに)
じゃあ、先輩のおちんちんにはっきり分からせてあげますよ♡

どっちが上なのか♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(吐息混じりで、楽しそうに)
ほら、私の手大きいでしょ？

先輩の手なんか簡単に包みこめて～♡

長くて細～い指をしていますよね♡

親指と人差し指をくっつけて〜♡

じゃ～ん♡　指輪っか♡！

これで先輩のおちんちんいじめちゃいま～す♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(吐息混じりで、からかうように)
はははっ♡　暴れないの♡

あぁぁん……♡　しょうがないですよ♡　先輩♡
さっきまでお酒飲んでたから力なんて入らなくて、ふにゃふにゃで♡

おまけに私の方が先輩よりも大きくて、力も強い……♡
んん～～～……♡
だから先輩は悪くないんです♡

おっきい後輩に襲われただけなんですから……♡
(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(かわいらしく、強調するように)
ね♡

(ここまで)

(右・近距離・やや遅め)
(お姉ちゃんっぽく、かわいらしい声色で)
うんうん、大人しくなりましたね♡

言うこと聞けてえらいですよ～♡



じゃあ、

指輪っかを先輩のおちんちんにあてがって……♡
(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
きゅっ♡

先輩のおちんちん、私の指が捕まえちゃいました♡

これから、どうなっちゃうか鈍い先輩でも分かりますよね？♡

ＳＥ：(手コキ音開始)

しこしこしこしこ♡　しこしこしこしこ♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
(からかうように)
ふふっ♡　なにくねくねしてるんですか？？♡

ちょっとおちんちん触っただけで感じ過ぎでしょ♡

ほら、も～っとおちんちんシコってあげます♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
しこしこしこ♡

(ここまで)

(右・近距離)
(からかうように、「あんっ♡」と「うひぃっ♡」は声に出して)
あははっ♡

先輩のおちんちんの先っぽから透明な液体が出てきました♡

そう言えば、男の人っておちんちんが気持ちよくなると、

射精の前に我慢汁っていうのが出ちゃうんですよね♡

我慢汁っていう割には～、

先輩はあんっ♡、とかうひぃっ♡っ、て声我慢出来てませんけど♡

ほら先輩、おちんちんからおつゆ出すの我慢してくださ～い♡

私の指が汚れちゃうじゃないですか♡

後輩の女の子に、

たった２本の指でおちんちん感じさせられて

恥ずかしくないんですか～？♡

くふふふふっ♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
先輩凄い顔してますよ♡

眉間にしわ寄せて、顔真っ赤♡

やっぱ恥ずかしいんだ〜♡

(ここまで)



(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(一段高めの声で、先輩の心の声を馬鹿にしたようにアテレコ)
でもおちんちん気持ちいいの止められないよ～♡

あん♡　あん♡　あ～ん♡

やめて～♡　見ないで～♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
(楽しそうに)
くすっ♡

先輩ってマゾ♡、だったんですね♡　マーゾ♡

(ここまで)

(正面・近距離・やや遅め)
(あざとい感じで)
背の低い男性ってマゾの人が多いって聞いたことあるけど～、

やっぱりそうだったんだ～♡

いつも指導していた女の子に

心の声をアテレコされて喜んじゃって……♡

否定してもダメですよ♡丸分かりです♡

それに、さっきからおちんちんしこしこしてたから、

先輩が特に気持ちよくなっちゃうところ見つけちゃった♡

(ここまで)

ＳＥ：(手コキ音が一度止まる)

(正面・近距離から右・近距離に移動しながら)
(かわいらしい感じで)
た・と・え・ば～♡、

おしっこするところの穴と皮のつなぎ目♡

裏筋でしたっけ♡

ここを擦ってあげると、

ふふっ♡

(ここまで)

(右・密着・無声音囁き)
(先輩の弱点を指摘して、やや興奮しながら、からかうように)
びっくぅ……♡　びくびくびく～っ♡
腰跳ねちゃいましたねぇ……♡
さ・ら・に、亀頭と竿の溝♡

ここを虐めてあげると……♡
くっ♡　ぷふふふふっ♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
(お姉さんが甘やかすように)
あ～あ♡　すごい声出ちゃってる♡



先輩の感じてる姿、と～ってもかわいいですよ～♡

本当に年下の男の子みたい♡

(ここまで)

(右・近距離・やや遅め)
じゃあ、お待ちかね♡

今度は私の手のひらにおちんちん包んであげます♡

今までのでも気持ちよかったのに、

私のおっきい手ぜーんぶを使って～♡

ぐっちゅ♡　ぐっちゅ♡って素早く扱かれたら♡

どれだけ気持ちよくなっちゃうんでしょうかね？♡

ふふふふふっ♡

じゃあ、おちんちん手で握りますよ～♡

まずは小指から♡

しっかりと引っかけるようにして握って～♡

次に薬指♡　中指♡

人差し指♡　最後に親指♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
は～い♡　先輩のおちんちん

私の手のひらに完全に包み込まれちゃって見えなくなっちゃいました♡

すっぽりと収まっちゃってます♡

（手の中から見えないような表現は追記できますか？）

かわいい～♡

もうおちんちんビクつかせないでくださいよ♡

先輩のおちんちん熱くて、脈打ってますよ？♡

後輩の手、ひんやりとしていて、すべすべで気持ちいいですよね♡

じゃあ、しこしこ再開しますね～♡

ＳＥ：(先ほどより激しめの手コキ音)

しこしこしこしこ♡　しこしこしこしこ♡

(ここまで)

(正面・近距離)
もう、せんぱ～い♡

腰後ろに引かないでくださ～い♡

気持ちいいの逃がそうとしないの♡

私の太ももで先輩の腰突き出させてあげますからね～♡

ぐいい～っ♡

ふふっ♡

よかったですね～、先輩♡

これでおちんちんもっと気持ちよくなれますね♡

(ここまで)



(右・密着)
(吐息混じりで)
はぁぁ……♡
ところで、聞こえますかこの音♡

ぐっちゅ♡　ぐっちゅ♡　ぐっちゅ♡って

先輩のかわいいおちんちんさんが私の大きな手で

いじめられて泣いちゃっている音♡

んんぅぅぅ……･･･♡
後輩の手に甘えて泣きじゃくってるなんて、

先輩って甘えん坊さんなんですね♡

いいですよ♡

先輩の上の口からもかわいい泣き声出してください♡

そうしたらも～っと気持ちよくなれますよ♡

私も一緒に声出してあげますから♡

声出しちゃいましょ♡

(ここまで)

(右・密着・無声音囁き)
喘ぎ声３０秒ほど

(ここまで)

(正面・近距離・やや速め)
(吐息混じりで)
ふふっ♡

言うこと聞けてえらいですよ～、先輩♡

会社ではあんなに先輩風吹かせていた先輩が～、

おちんちん躾けられて

こんなに素直になっちゃって♡

私感激しちゃいました♡

えらい、えらい♡

ほら、先輩、目の前の姿見の鏡、見てください♡

私の方が大きくて脚の長いスタイルのいいお姉さんで♡

先輩の方がおちんちんかわいがられている

小さくてかわいい男の子♡

そうにしか見えませんよね♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや速め)
(吐息混じりで)
はぁ……♡　小さな男の子が大きなお姉さんに
可愛がられちゃうのは当然のこと♡

だからしょうがないんです♡

うふふふふっ……♡
あっ、おちんちんこんなに震えちゃって♡

ふぅ･････♡　もうそろそろ出ちゃいそうですか、先輩♡

じゃあ、ラストスパートかけちゃいますね♡



しこしこもっと激しくしますよ♡

(ここまで)

ＳＥ：(先ほどよりさらに激しい手コキ音)

(右・密着・有声音囁き・やや速め))
(吐息混じりで)
ほら、はぁ♡　手のスピードさらに速くなっちゃいました♡

喘ぎ声ももっと出して♡

喘ぎ声３０秒ほど。

(右・密着・有声音囁き・速め)
(吐息混じりで)
あっ･･･♡出ますか♡

出ますね♡

精液込み上げてきちゃってますね♡

ふふっ♡

いいですか♡　先輩♡

目の前の鏡に向かってお射精するんですよ♡

鏡の中の私に精液ぶっかける感じで出しちゃってください♡

はーい♡ 出していいですよ♡
ほら、イけ♡

生意気な年下デカ女に子種無駄打ちさせられろ♡イけ♡　イけイけイーけ♡　ばーか♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
びゅっ♡　びゅっ♡　びゅ～っ♡

びゅくびゅくびゅくっ♡

びゅるるるる～っ♡

どっぷっ♡　どっぷっ♡　どっぷっ♡

どぴゅぴゅぴゅぴゅ～んっ♡

びゅっぷ♡　びゅっぷ♡　びゅっぷ♡

びゅるるるるるる～んっ♡

びゅくくくくく～っ♡

(ここまで)

(正面・近距離)
(息を荒くして)
はぁ♡　はぁ♡　はぁ♡

よく出せましたねー♡

先輩お疲れ様でーす♡

ちゃんと鏡に向かって出せましたね♡

鏡が先輩の精液でドロドロになっちゃってますよ♡

あっ、そうだ♡

ＳＥ：(シャッター音)



先輩より私の方が上だって証拠、一応撮っておきました♡

自分より背の高い年下の女にイかされた情けない写真♡

これ、バラまかれたくなかったら、

これからは私の言うこと聞いてくださいね、先輩♡



02.後輩のお姉ちゃんが先輩のエッチの練習、付き合ってあげますから
ね……♪

(正面・密着)
(明るい感じで)
今日もお疲れ様でした、先輩♡

ふふ♡

どうしたんですか♡

そんなにそわそわして♡

ああ♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
(ややからかう感じで)
私の膝の上に座らせられているのが落ち着かないんですか？♡

そ・れ・と・も♡

背中に当たっちゃっている胸が気になって仕方ないのかな？♡

会社の後輩と一緒にラブホテルのベッドの上にいるだなんて♡

緊張しちゃいますよね♡

(ここまで)

(右・密着・無声音囁き・やや遅め)
(吐息を吹きかける)
ふぅぅぅ～～～♡

(右・密着)
何、耳に息吹きかけられただけでびくびくしてるんですか？♡

気持ち悪～い♡

(右・密着)
あははっ♡

それにしても先輩、私の膝の上に載っけられちゃったからか、

床に足、着いてませんねぇ♡

ぶらぶらさせちゃって♡

先輩のあんよって本当に短いんだぁ♡

かわい♡

(ここまで)

(正面・密着)
実は今日、先輩にわざわざこんなところまで来て頂いたのは、

いくつか質問したいことがあったからなんです♡

そう、二人っきりの方が都合がいいと思いまして……♡
困惑していますね、先輩♡

大丈夫ですよ♡　取って食ったりはしませんから♡



じゃあ、まず始めに～、

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
服、脱いじゃいましょうか♡

(ここまで)

(正面・密着)
こら♡　先輩、何恥ずかしがってるんですか♡

わかってますよね、あの写真のこと♡

今のところ他の誰かに見せるつもりはないんですけど、

どうしよっかな～♡

ＳＥ：(間)

どうしても脱げませんか？♡

はぁ、しょうがないですね♡

私が手伝ってあげます♡

ＳＥ：(衣擦れの音)

(正面・密着)
(背後から先輩の服を脱がしている。声は優しい感じで)
シャツを脱がせますね～♡

ＳＥ：(シャツを脱ぐ音)

次にパンツと一緒にズボンも♡

お尻上げてくださ～い♡

よいっ……しょ……っ♡
は～い♡　服脱ぎ脱ぎできました～♡

(ここまで)

(正面・密着)
(生意気な感じで)
靴下は～、まぁいっか♡

私はスーツで先輩は全裸♡

おまけに靴下だけ履いているの、とっても惨めでかわいいですよ♡

では準備も整ったので、

先輩にいくつか質問していきますね♡

最初の質問です♡

先輩の身長っていくつなんですか？

あ、ちなみに私、身長は１８４センチあるんです♡

ふふっ♡　驚きましたか♡

顔にうう……♡　でっか……♡って表情出ちゃってますよ♡
いつも見上げている後輩がこんなに大きいなんて思いませんよね♡

普通の男性よりも背が高いの私の自慢なんです♡

（ここまで）



(正面・密着)
(先輩が自分のような背の高い女性が好みだということに気づき、やや困惑するように)
あれ？

先輩なんか興奮してません？

それに脱がせたときよりも、おちんちんがおっきくなったような……。
もしかして私の身長聞かされて、エッチな気分になっちゃった……？
ええ……。
先輩は背の高い女の子が好きなんですか？

それも自分よりもかなり大きい…………。
ふーん……。
いや、でも先輩も男の子だから、背の高さとか気にしちゃうのかも……。
小柄だからこそ、自分にはない魅力を求めてしまうとか……。
くすっ♡　なんてね♡

(ここまで)

（右・密着・有声音囁き）

（ボソッと、言うように）

変態……♡
（ここまで）

(正面・密着)
(やや優しい感じで)
あ、そうだ、先輩♡

もし先輩が身長を答えてくれたら、

私のおっぱいの大きさ教えてあげます♡

今先輩の背中に当たっているむにむにしてて～♡

柔らかいおっぱい♡

とても大きいことは背中越しでも分かりますよね♡

いつも指導している後輩の胸の大きさ気になりませんか♡

答えてくれたらご褒美に教えちゃいます♡

さぁ、先輩、言ってください♡　どうぞ♡

(ここまで)

ＳＥ：(間)

(正面・密着)
(わざとらしい、あざとい声で)
え～♡　先輩ってそんなにちっちゃかったんだ～♡

２０ｃｍ以上も私より小さいだなんて～♡

(ここまで)

(右・密着)
(うざったさとかわいさとあどけなさが混じった感じで)
はい、私の勝ち～♡

(ここまで)



(右・密着)
(勝ち誇った感じで)
これでまた私の方が上だって分かりましたよね♡

まぁ、身長のことはすでに分かりきってたことですけど♡

じゃあ、ご褒美♡　おっぱい押し付けながらサイズ教えてあげますね♡

１回しか言いませんからよく聞いてくださいね♡

(ここまで)

(右・密着・無声音囁き・やや遅め)
(やや妖艶な感じで)
せーの♡　ぎゅうううううううう♡

９８センチのHカップ♡
ううっ♡　おっぱいもでっか……♡
(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(あざとい感じと生意気な感じが混ざったように)
くすくすっくすっ♡

胸が大きいと結構大変なんですよね～♡

肩も凝るのもそうなんですけど、

服も着ぶくれしちゃうからぴっちりとした服を着るんですけども、

体のラインが見えちゃいますし♡

ブラはホック３つあるのが当然で～、

押し込まないとおっぱい中に入ってくれないんですよ♡

(ここまで)

(右・密着)
(やや馬鹿にした感じで)
どうしたんですか～？♡　先輩♡

おっぱいが大きい苦労話聞かされただけで、

鼻息荒くしないでくださいよ♡

なんか、おちんちんの角度上がってません？♡

まぁ、いいんですけど♡

(ここまで)

(正面・密着・やや遅め)
じゃあ、次の質問行こうかな♡

先輩は、今、彼女さんっていないんですか？♡

ＳＥ：(間)

もう、先輩、２問目からダンマリ決めこんじゃダメじゃないですか♡

先輩、今回は「はい」か「いいえ」で答えられる簡単な質問ですよ？♡

ねぇ…………♡
それに写真のこと忘れたわけじゃないでしょう？♡

早く言わないとどうなるか分かってますよね？♡

さ～ん、にぃ～、い～ち♡

(ここまで)



ＳＥ：(間)

(右・密着・やや遅め)
(先輩に彼女がいないことに気づいたけど分からない振りをするように)
へえ～、そうなんですか♡

先輩、い・ま・は、彼女いないんですか♡

もう、彼女がいないっていうことを言うだけで

どれだけ時間取らせるんですか？♡

今だけ彼女がいない人だっているんだから

恥ずかしがることじゃないでしょ？♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き・やや遅め)
(お姉さんっぽく、優しそうな感じで)
でも、一応時間内に言えたから、

私の手のひらで、おちんちん撫で撫でしてあげます♡

勃起して固くなったおちんちんの先っぽ♡

亀さんの部分を～♡

ＳＥ：(衣擦れの音)

な～でなで♡な～でなで♡

な～でなで♡な～でなで～♡

(ここまで)

(右・密着)
(お姉さんっぽく、優しそうな感じで)
ちゃんと答えられたら、

おちんちんさん、よしよししてあげますからね～♡

ほら、おちんちんさんが褒められて、

ぐぅんって首伸ばして喜んでる♡

うふふふふ♡

(ここまで)

(右・密着)
(分かりきった質問をしてからかうように)
じゃあ、次の質問に移りますね♡

先輩は～、今までに付き合った人はいますか？♡

ＳＥ：(間)

ふふふ♡

どうしたんですか♡　先輩♡

顔真っ赤ですよ♡

もしかして、女性とお付き合いしたことがない？♡

まさか、先輩ほどの年頃の男性が

今まで彼女ができたことがない、なんてありえない♡、ですよねぇ♡



ん～？♡

どうなんですか～♡　先輩♡

答えてくださいよぉ♡

ほおら、先輩のおちんちんさんも早くなでなでしてほしいって

上向いちゃってますよ♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
(ドスの効いた低い声で)
……おい、早く言え♡
(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
(低い声から一転して、駄々をこねるように、ややあざとくかわいらしい声で)
しゃ〜し〜ん♡　どうなってもいいんですか？♡

(ここまで)

ＳＥ：(間)

(右・密着)
(馬鹿にしたような、勝ち誇った感じで)
ふふふふふ♡　あははっ♡

先輩、やっぱり今まで彼女、いなかったんですね～♡

ふふふ♡　そっかぁ～♡

よくよく考えたらそういう男性も世の中にはいますよね♡

でも、先輩は、今まで女性とお付き合いしたことなかったんだ～♡

へぇ～♡

あ、おちんちんさんも先っぽから涙流してますよ♡

そんなに女性と付き合ったことがないってバレるの嫌だったんだ♡

私がよしよしして慰めてあげます♡

よしよ～し♡

おちんちんさんをなでなで～♡

ついでに頭もなでなで～♡

先輩、素直に答えられてえらいえら～いですよ♡

勇気出して女の人とお付き合いしたことがないって、

正直に言えましたね～♡

ふふっ♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
(妖艶な感じで)
何、おちんちんさらに固くしてるんですか？♡

もしかして女性と付き合ったことがないの暴かれて～♡、

興奮しちゃったのかな？♡

ふふふ……♡　変態♡
(ここまで)

(右・密着)



じゃあ、次♡

先輩は女の子とエッチしたことがありますか？♡

あ♡　答えなくても大丈夫ですよ♡

もう分かってますから♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
先輩は童貞さんなんですよね♡

ちょっと手でしごいただけであんあん♡って

喘いじゃうんだから♡

このおちんちんも女の子とのエッチで今まで使われたことがない新品なんですよね♡

小さくてかわいらしい赤ちゃんちんちん♡

(ここまで)

(右・密着)
くふふふふっ♡　ダメｗ♡

お腹痛くなってきちゃった……っ♡
すみません♡

つい、ツボに入っちゃいまして……ｗ♡
あ～、もう、目をうるうるさせて、泣かないでください♡

よ～しよし♡　頭撫でてあげるから許してくだちゃ～い♡

ふふふ♡　あはっ♡

先輩、頭撫でられるのも好きなんですね～♡

かわいい～♡

じゃあ、最後の質問です♡

(ここまで)

(右・密着・無声音囁き)
先輩、私とエッチ、したいですか？♡

背も高くて、スタイル抜群の後輩とセックスしたいですか？♡

先輩の背中に当たっている、

９８センチメートルHカップのおっぱいを両手で揉みしだいたり……♡、
先輩の脚とぴったりくっついている、

むっちりとしながらも綺麗で長い脚をベタベタ触ったり……♡
自分よりも大きくてメスとして優秀な後輩を組み伏せて、

ちんぽ１つであんあん♡ってよがらせてみたいですか？♡

(ここまで)

(右・密着・有声音囁き)
じゃあ、声に出して言わなきゃ♡

そうしたらエッチしてあげるか考えてあげてもいいですよ♡

サキさんとエッチしたいよぉ♡……って言いましょうね♡
さん、はいっ♡

(ここまで)

ＳＥ：(間)

(右・密着・有声音囁き)



(聞こえているけど聞こえていないふりをするように)
ん～？♡　聞こえませんよ♡　もっと大きな声で♡

(ここまで)

ＳＥ：(間)

(右・密着)
(ややからかうように、けれども優しい感じで)
くふふふふふっ♡

そんなに後輩とエッチしたいんですか？♡

そうですよねぇ♡

先輩も男の子だから、童貞卒業したいもんねぇ……♡
分かりました♡

それじゃあ、立ってください、先輩♡

(ここまで)

ＳＥ：(移動する音。ヒール音と足音)

(正面・近距離・やや遅め)
(先輩が背伸びしたら脚が届かないと分かっていながらも、実際立たせてみたら、本当に短い先
輩の脚にやや本気で困惑するように)
はい、それじゃあ、私のお股におちんちんあてがってください♡

あれ、どうしましたか？♡　先輩？♡

固まっちゃって……♡
ほら、後輩とエッチしたいんじゃないんですか？♡

あら……？　脚が股まで届いてませんね？
確かに私、今日はヒール履いていることもあって

背が高くなっちゃってますけれども……。
(ここまで)

(正面・近距離・やや遅め)
(わざとらしい猫撫で声で)
う～ん、これだとエッチはお預けかなぁ……♡
え？　だってそうじゃないですか♡

セックスって男の人が女の子を組み伏せて、

おちんぽで突いて喘がせて気持ちよくするのが普通じゃないですか♡

立ってするなら尚更、オスちんぽでおまんこ抉らないと♡

それなのに自分の脚が短いからって、

女の子にお情けで屈んでもらってのエッチだなんて……♡
童貞卒業がそんな恥ずかしいエッチだったら、

女の子たちに一生からかわれちゃいますよ？♡

女の子ってエッチした男性のこととか、

平気で周りの女の子に愚痴ったりする人もいますし♡

そんなことバレたら、

これから先輩がどれだけ凄い仕事をしたとしても、

私におねだりしてしゃがみエッチしてもらったって

職場の女の子たちから影でクスクス笑われちゃいますよ♡

バレたら嫌ですよねぇ♡



じゃあ、頑張って届かせないと……♡
ほら、背伸びして……、脚ピンと伸ばして……♡
がんばれ♡　がんばれ～♡　

ふれ～♡　ふれ～♡

ファイトっ♡　ファイトっ♡

ＳＥ：(間)

あ～、やっぱり太ももまでしか届かないか……♡
そうなると今日はやっぱりエッチできないかなぁ♡

私、エッチするの考えてあげるって言っただけでぇ……、
必ずさせてあげますなんて言ってませんし♡

くすっ♡

でもかわいそうですから先輩、私の太もも使ってもいいですよ♡

黒～いストッキングに包まれた私の脚♡

さっきからもの欲しそうにずーっとチラチラ見てましたものね♡

ちょっと透けてるから気になっちゃったのかな？♡

(ここまで)

(正面・近距離・やや遅め)
(お姉さんらしく振る舞うように)
いいよ♡

後輩のお姉ちゃんが先輩のエッチの練習、付き合ってあげるからね……♡
ほら、背伸びして、私の太ももの間におちんちんを差し入れて……♡
そうそう上手ですよ、先輩……♡
はい、ぱっちゅん……♡
(ここまで)

(正面・近距離・やや遅め)
(からかう感じはあるものの、やや優しそうな声で)
先輩のおちんちん、私の太ももが飲みこんじゃいましたね……♡
あっつ……♡
どれだけ後輩とエッチするの期待してたんですかね♡

しかも、その割には奥まで届いてないし♡　ふふっ♡

で、私の太ももの感触、どうですか？　先輩？♡

今も運動は欠かさずしてますからね♡

みっちり詰まってスラッとしてぇ……♡
でも、むっちりとしている私の太もも……♡
ひんやりとしていて……、ふわふわで……♡
気持ちいい？♡　ふふ、そうですか♡　それはよかった♡

じゃあ、腰動かそうね♡

私の腰を支えにしてもいいですよ♡

先輩のひょろひょろの胴とは違って、スポーツで鍛えたどっしりとした腰……♡
ああ、もういじけないでくださいよ♡　もう意地悪しませんから♡

もたれ掛かるようにして、腰つかんで……♡
これでよし♡

じゃあ、まずは腰を後ろに引きましょうか……♡



そして突き出してください♡

いきますよ～♡

ＳＥ：(腰振り音)

ぱんっ♡

また腰を引いて、突き出して～♡

ぱんっ♡

じゃあ、連続で腰ふりましょうね♡

さん、はいっ♡

ぱんっ……ぱんっ……♡
ぱんっ……ぱんっ……♡
ぱんっ……ぱんっ……♡
ぱんっ……ぱんっ……♡
私の太ももおまんこがみっちりと隙間なく

先輩のおちんちんを包み込んで圧迫しちゃってますね♡

本当のセックスでも、女の子のおまんこ肉をかき分けて、

おちんちんを出し入れして女の子を気持ちよくするんですよ♡

いっちに……、いっちに……♡
いっちに……、いっちに……♡
へっこ……へっこ……へっこ……へっこ……♡
へっこ……へっこ……へっこ……へっこ……♡
（「へっこ」とはどの動きや音を表していますか？）

そうそう、リズミカルに腰動かしてくださいね♡

ふふっ♡

(ここまで)

(正面・近距離から右・密着に移動して有声音囁き・やや遅め)
(アテレコするように声を一段高く)
後輩太ももオナホの感触最っ高～♡

ストッキングの生地が擦れて気持ちいい♡

年下女の美脚癖になっちゃう……♡
(ここまで)

(正面・近距離から右・密着に移動して有声音囁き・やや遅め)
じゃあ、も～っと太もも締めてあげます♡

はい、ぶっちゅ～っ♡

(ここまで)

(正面・近距離に戻って・やや遅め)
あら、どうしたんですか？♡　先輩？♡

ちょっと締め付けを強くしただけですよ？♡

腰振るの止めちゃだ～め♡

ほら、おちんちんを太ももおまんこの奥に届かせるように突いて～♡

引っこ抜くように、腰を戻して～♡

(ここまで)

ＳＥ：(間)



(正面・近距離)
あ～、もう限界ですか？♡

後輩にもたれ掛かって、ぷるぷる震えちゃって……♡
ほら、私が腰振るのお手伝いしてあげますから頑張ってくださ～い♡

先輩の腰に私の手を回して、前後に動かして……♡
(ここまで)

(正面・近距離)
(あざとい声で。喘ぎ声はより一層わざとらしく)
いっちに……♡　いっちに……♡
いっちに……♡　いっちに……♡
がんばれ♡　がんばれ～♡

負けるな～♡　ファイト～♡

こうやって女の子のおまんこの浅いところを何度も突いたら～、

えいっ♡

奥まで一気に突いたりすると女の子が喜んでくれますからね～♡

ぱん……♡　ぱん……♡
ぱん……♡　ぱん……♡
ぱん……♡　ぱん……♡
ぱん……♡　ぱん……♡
あんっ♡　あんっ♡　あんっ♡　あ～んっ♡

(ここまで)

(正面・近距離)
あっ、先輩も頑張って腰振り再開しましたね～♡

そうですよね～♡

年下後輩にリードされてばっかじゃ悔しいですもんね～♡

男の子の意地ってヤツ、見せてくださ～い♡

(軽い喘ぎ・先輩を興奮させるためのもの)

ＳＥ：(先ほどよりも速い腰振り音)

(正面・密着・有声音囁き)
(妖艶な感じ＋やや優しそうな感じで)
ふふふっ♡　もう出ちゃいそうですか？♡　先輩？♡

いいですよ♡　年下後輩の太ももおまんこに出しちゃいましょうね～♡

あ、実は私、おっぱいよりお尻の方が大きいんですよ♡

お尻のサイズは～♡

１００センチ♡　

安産型体型なんです♡

（安産体型で女性と伝わるので「女」は不要ではないでしょうか？違和感を感じました。）

赤ちゃん産みやすいデカケツ女にザーメン、コキ捨てたいですよね♡

ほら、お尻揉んでもいいですよ♡

先輩の小っちゃな手にはおさまりきらない、

３桁デカ尻に抱きついて射精しましょうね♡

はい、イくときはぎゅーっ♡ってしてあげますから♡

出ちゃうね～♡



年下後輩のおっきくてドスケベな体に全身密着させて♡

爆乳に顔埋めて♡

脚ぴーんってして♡

たまたまさんに溜まった濃厚精液をむっちむっちのデカ太ももにぶちまけちゃえっ♡

は～い、ぎゅう～～～～～～～～～～～～～～～っ♡

(ここまで)

(正面・密着・有声音囁き・やや遅め)
びゅっびゅっびゅ～っ♡

びゅるるるるっ♡　びゅくくくく～っ♡

びゅくびゅくびゅく～っ♡

あっ♡　すっごいあついっ♡

どぴゅっ♡　どぴゅぴゅぴゅぴゅっ♡

んっ……♡　はぁ……♡
そうそう太ももで残った精液出して拭って……♡
ぴゅっ♡　ぴゅっ♡　ぴゅっ♡

(ここまで)

(正面・近距離)
(明るい感じで)
はい、いっぱい出せましたね～♡

お疲れ様でした～♡

もう、先輩、汗ぐっしょりじゃないですか♡

すごいとろけたお顔してますよ～♡

かわいい～♡

(ここまで)

(右・密着)
(ほっぺたにキス)
ちゅっ♡

ここまで)

(正面・近距離)
(意外そうに)
あっ。先輩があまりにもかわいいからキスしちゃった♡

まっ、いっか♡

(ここまで)

(正面・近距離)
(明るい感じで)
後輩にエッチの練習してもらってよかったですね～♡

うわー、ストッキングすごいどろどろになっちゃいました♡

精液ぷるぷるで床にまで飛んでますよ♡

おっと♡

もうぐったりして体重まで預けてきちゃって……♡
(ここまで)

(正面・密着・やや遅め)



そうだ、よいしょっ♡

ほら、だっこしちゃいました♡

私がシャワー浴びるついでに先輩の体きれいきれいにしてあげます♡

ほら、暴れないでください♡

一緒にシャワー行きましょうね～♡



03.後日談

ＳＥ：(職場環境音)

(正面)
(何事もなかったかのように、明るい感じで)
あ、先輩、おはようございます♡

ＳＥ：(間)

あれ、どうしたんですか？

そんなこわばった表情しちゃって……。
先輩が笑顔は大事だって言ってたのに、

自分が実行しないんじゃ意味ないじゃないですか～。

ほら、笑顔、笑顔♡

大切なことですよー、もう……。

今日も１日張り切っていきましょうっ！

ふふ♡

それで今日は午後から打ち合わせがあるんでしたよね♡

じゃあ、ちゃんと準備しなきゃ♡

ＳＥ：(間)

んー、なんですか～？　先輩？

私の顔に何かついてますか？

ふふふっ♡

(右・密着・無声音囁き・やや遅め))
(吐息を吹きかける)
ふぅぅぅぅぅ…………♡

(右・密着・有声音囁き)
(妖艶な感じで)
……今日もたっぷりかわいがってあげますから♡
仕事終わるの楽しみにしていてくださいね、先輩♡

(ここまで)

(正面)
(かわいらしい感じで)
ふふふふふふっ♡

先輩、何顔真っ赤にしてるんですか～？♡

さっ、今日もお仕事頑張りましょうね♡　

先輩♡

(ここまで)




